
   

 

令和６年１０月１８日 

報道機関各位                                      北九州市上下水道局 
 
 

北九州市の下水から新たな肥料が誕生しました！ 
 

■ 北九州市上下水道局では、令和５年度より日明汚泥燃料化センターを運営している日鉄エ
ンジニアリング（株）と共同で、同施設で製造される燃料化物の肥料化に向けた研究に取り
組んできました。 

■ この度、実用化に向けた新たな一歩として、令和 5 年 10 月に定められた公定規格    
「菌体りん酸肥料」に九州で初めて登録されました。 

１ 肥料について 

（１）肥 料 名  OH！DAY！北九州 

（２）登 録 日  令和６年９月１９日 

（３）登 録 規 格  菌体りん酸肥料 

（２）生産事業者  北九州ジェイコンビシステム株式会社※ 

（３）品質管理者  北九州ジェイコンビシステム株式会社 

（４）原料供給者  北九州市上下水道局 

（５）保 証 成 分  窒素：4.0％   りん酸：３.２％ 

 

※北九州ジェイコンビシステム株式会社 

日明汚泥燃料化センターの運営業務を担っている日鉄エン

ジニアリング（株）を代表とする企業グループが設立した 

特別目的会社 

 

２ 肥料名の由来について 

・下水汚泥が肥料になることに驚き（OH！） 

・下水汚泥が肥料として新たな日が始まることに喜び（DAY！）  

・汚泥から生まれた新たな肥料 

 ⇒OH！DAY！北九州 

  

 

 

 

【問い合わせ先】 

上下水道局下水道計画課 （担当：西田(課長)、松田(係長)） 

電話：０９３－５８２－２４８０ 

「菌体りん酸肥料」とは？ 

下水汚泥を活用し、肥料の安定供給と持続可能な農業生産実現のため、令和５年１０月に 

施行された、新たな公定規格 

日明汚泥燃料化センター 

OH！DAY！北九州 

九州初登録 

PRESS RELEASE 

 


